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－１－

第８回開校準備委員会は

平成 29 年１⽉ 24 日 ( 火 )

大分市教育センター

研修室 302 にて開催します

19:00 〜 20:30

開校準備委員会の会議は

傍聴できます

　
十
一
月
十
五
日
（
火
）
の
午
後
七

時
か
ら
、
大
分
市
教
育
セ
ン
タ
ー
研

修
室
二
〇
二
に
お
い
て
、
第
七
回
開

校
準
備
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
第
七
回
開
校
準
備
委

員
会
ま
で
に
各
専
門
部
会
で
検
討
し

た
事
項
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　
は
じ
め
に
、
学
校
部
会
の
安
東
部

会
長
か
ら
、
主
に
制
服
や
校
章
、
校

歌
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
制
服
に
つ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
、
開
校
年
度
の
平
成
二
十
九

年
度
に
お
い
て
は
前
期
（
一
～
四
年

生
）
の
制
服
の
導
入
を
見
送
る
と
の

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
学
校
支
援
部
会
の
佐
藤
部
会

長
か
ら
、
学
校
を
支
援
す
る
体
制

や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
、
地
域
連
携
室
、

児
童
育
成
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
を
支
援
す
る

体
制
に
つ
い
て
は
、
情
報
の
共
有
と

共
通
理
解
が
必
要
で
あ
り
、
三
校
が

ま
と
ま
っ
て
協
議
す
る
場
を
今
後
検

討
し
て
い
く
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

も
、
来
年
の
四
月
一
日
開
所
を
目
指

し
て
調
整
を
進
め
て
い
る
と
い
う
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　　

　
次
に
施
設
部
会
の
兼
子
部
会
長
よ

り
、
新
校
舎
の
各
階
に
フ
ロ
ア
カ

ラ
ー
を
設
定
し
た
こ
と
や
、
三
小
学

校
の
四
～
六
年
生
を
対
象
と
し
た
現

場
見
学
会
を
開
催
す
る
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

（
各
専
門
部
会
か
ら
の
報
告
は
、
二

～
四
面
に
も
記
載
し
て
い
ま
す
。
）

　
最
後
に
、
西
村
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か

ら
、
校
舎
内
の
案
内
や
誘
導
に
使
わ

れ
る
サ
イ
ン
計
画
な
ど
に
つ
い
て
助

言
を
い
た
だ
き
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。
（
内
容
は
四
面
に
記
載
し
て
い

ま
す
。
）

　

第
七
回
開
校
準
備
委
員
会

を
開
催

し
ま
し
た

工事の進捗状況について

○ 校舎の外壁が完成したところから、足場や防音幕が撤去され、

 建物の外観が⾒えてきました。

○ 内部についても、１階から順に内装工事が進んでいます。

○ ⼯事の進捗率は１１⽉末現在で約７９％となっています。完成

 が近づき、ますます期待が膨らみます。

北⻄側の全景 南⻄側の全景

３階芸術メディアルーム

２階図書室＋パソコン室

１階地域連携室＋育成クラブ他

１〜４年⽣

 昇降⼝



－２－

学校部会学校部会からの報告からの報告



－３－

施設部会施設部会からの報告からの報告

○ フロアカラーについて

 児童⽣徒は、ひとつの校舎で９年間という時間を過ごすことになるので、⾊の違いを感じることで

 ⾃分の成⻑にも気付くことが出来るよう、各階のフロアカラーを設定しました。

○ 現場⾒学会について

 ３⼩学校の４〜６年⽣を対象とした新校舎の現場⾒学会を１１⽉２４⽇、２５⽇に開催しました。

○ 給食配膳について

 児童⽣徒の給⾷配膳に対する負担軽減を目的として、新校舎には、２〜６階の各階に配膳室を設け

 ています。



〈編集後記〉

　開校準備委員会の様子を広くお知らせする
ため、開校準備委員会ＮＥＷＳを発刊すると
ともに、市のホームページにおいても会議の
要旨などを公開しています。
　積極的な情報発信に努めてまいりますの
で、今後ともよろしくお願いいたします。

　碩田中学校区新設校
　　　開校準備委員会ＮＥＷＳ「第７号」

　発　行：平成２８年１２月
　事務局：大分市教育委員会教育企画課
　連絡先：大分市荷揚町２－３１
　　 　　 097-537-5903（直通）　　　　 
　　　    kyoikukikaku@city.oita.oita.jp

－４－

・校章デザインについて、制作している人は色々とデザインの意味を

知っているし考えていたりするが、後から⾒ると意味が分からないと

いったことが良くある。そうならないためにも、今のうちからデザイ

ンをした人に話を聞いておくと、物語をさらに膨らませることが出来

る。

・公共施設をデザインすると、施設内の案内や誘導のためのサイン計画

をするのだが、しばらくして⾏くとあちこちに⽮印などの貼紙がされ

ることがよくある。そうならないためにも、使う側と設計者がしっか

りコミュニケーションをとると、使う人に寄り添った設計が出来る。

・それから、掲示物があふれて学校が混乱するのを防ぐためにも、学内

の掲示ブースの場所や大きさを確認しておく必要があると思う。ただ

し、子どもの作品があちこちに貼られるのは喜ばしいことだと思うの

でどんどん貼ってほしい。

アドバイザーより

⻄村アドバイザー

学校支援部会学校支援部会からの報告からの報告

学校を支援する体制について

○ 碩⽥学園を３校区で⽀援するためには情報の共有と共通理解が必要であることから、３校区の

関係者が集まって情報共有する場の設定について検討することになりました。

児童育成クラブについて

地域連携室について

《今後の取組》

○ 現在碩田中学校にある学校運営協議会を足がかりにし、そこを発展させて組織を作るといった

視点も含め、地域と学校を結び付けるような組織が出来るよう、今後検討していきます。

○ 担当課の⼦育て⽀援課より、３校区の児童育成クラブの会⻑を含む代表者による合同検討会で

協議してきた内容について、対象児童や開設内容などに関する報告がありました。

○ 開所⽇については、平成２９年４⽉１⽇で調整を進めています。

○ 使⽤目的や使⽤⽅法、鍵の管理等について協議を⾏いました。使⽤目的については、

◆ 碩田学園の児童生徒の健全育成につながる場として使用する。

◆ 地域住⺠の⽣涯学習活動を実施する場として使⽤する。

などの意⾒が出されました。その他、使⽤条件などについて出された意⾒については、今後も協議を

⾏い、使⽤等に関する決まりごとを検討していきます。


